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平成２５年度 大阪高等学校 学校評価 
 

１ めざす学校像 

１９２７年（昭和２年）、旧制中学校として創立以来、「知育・徳育・体育の調和のとれた全人格教育」を追及すると共に、時代の変化を見据えた新た
な教育目標である「未来へ、世界へひらく自己の確立」を掲げ、ユニークな進学校を目指します。 

  ①学力を多面的に捉え、向上を図る  ②進路観を掘り起こし、希望進路の実現を図る   

③学校行事・部活動の充実を図る   ④基本的生活習慣の確立を図る 

 目指す学校づくりとして 

  １．学習活動と特別教育活動の両面を充実させ、人間的成長と希望する進路の実現を図る学校 

  ２．生徒・保護者および地域から愛され、信頼されるとともに、安心で安全な学校 

  ３．広報活動を充実させ、より多くの中学生・保護者に理解いただき、支持を頂ける学校 

 

２ 中期的目標 

１ 学び続ける力の育成 
（１）学力の向上に取り組む 
（２）指導力の向上に取り組む 
（３）授業姿勢の改善に取り組む 

   

２ 問題解決力の育成 
（１）大高文化創造の柱として学校行事の充実に取り組む 
（２）より一層の生徒会執行部活性化に取り組む 
（３）大高への帰属意識を高めることに取り組む 
（４）ルール遵守を基盤に学習集団育成に取り組む 
（５）女子生徒指導のあり方追究に取り組む 

 

３ 選択する力の育成 
（１）進路実現のための学習を乗り越えた学習に取り組む 
（２）興味関心を深め、自学自習を楽しむ学習に取り組む 
（３）社会的・職業的に自立するための学習に取り組む 

 

 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析［平成２５年１１月実施分］ 学校評価委員会からの意見 

○生徒 

・肯定評価上位２項目 

  A「様々な進路希望に対応できるよう、教育課程・教材は適切に整備されていると思いますか」 

    肯定評価の割合：全校生徒＝６６％  １年＝６６％ ２年＝６０％ ３年＝７３％ 

B「進路指導が充実しており、生徒の希望進路の発見・実現に役立っていると思いますか」 

  肯定評価の割合：全校生徒＝６６％  １年＝６３％ ２年＝６０％ ３年＝７５％ 

・肯定評価下位２項目 

Y「学校行事が充実しており、行事について学校は様々な工夫や努力をしていると感じられますか」

    肯定評価の割合：全校生徒＝４５％  １年＝５２％ ２年＝３６％ ３年＝５０％ 

Z「自分で立てた計画に沿って学習を進められるようになりましたか」 

  肯定評価の割合：全校生徒＝４５％  １年＝４３％ ２年＝３７％ ３年＝５６％ 

 

○保護者（上記項目に対応） 

  A 肯定評価の割合：全保護者＝６９％  １年＝６４％ ２年＝６８％ ３年＝７８％ 

B 肯定評価の割合：全保護者＝５８％  １年＝５２％ ２年＝５６％ ３年＝７１％ 

Y 肯定評価の割合：全保護者＝７７％  １年＝７７％ ２年＝７３％ ３年＝８０％ 

Z 肯定評価の割合：全保護者＝４５％  １年＝３４％ ２年＝４２％ ３年＝６５％ 

 

○教員（上記項目に対応） 

 A 肯定評価の割合：全教員＝７０％   

B 肯定評価の割合：全教員＝９１％  

Y 肯定評価の割合：全教員＝７０％   

Z 肯定評価の割合：全教員＝２９％   

 

【分析】 

 「生徒」「保護者」共に、大方の項目回答は学年が上がるごとに肯定評価増が見受けられることに対し

て、本校教育の浸透が徐々にではあるが進んでいるものと思われる。 

中期目標に掲げている各項目は、未達である。まずは、本校教育が等身大で評価をされるように保護者

に対する広報活動の工夫が必要。本校の保護者会である「育友会」との連携を深めたい。 

 全国的な課題でもある「意欲喚起・自律学習」は本校でも喫緊の課題であることは間違いない。その課

題に真摯に取り組んでいる姿勢が教員の Z 結果数値に表れている。「生徒・保護者」がそれぞれ求めてい

るものを掴みながら、全教員が研鑽を積み重ねていき、実践を繰り広げていきたい。 

 

第１回 

・大阪高校が相川に移転する前から住んでいる。生

徒たちの様子を身近で見てきたが、共学以降生徒

の様子がよくなった。 

・外からだけでなく、実際に校舎内に入り生徒と接

したとき、礼儀正しく前向きな生徒が本当に多い

ことに驚いた。 

・先生方のご努力の賜物。是非とも教育の中身を発

信していただきたい。 

 

第２回 

・約９５％（最終９５.３％）の進路決定率、国公立

を含めた難関私大合格者数３０名超は、今後につ

ながる結果だと思われる。 

・生徒の努力を先生が引き出していると見受けられ

るが、学年の成長に沿ったキャリア教育をより一

層深化させていただきたい。 

・和太鼓部や創作ダンス部、吹奏楽部など地域貢献

に感謝申し上げたい。 

 



 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

学
び
続
け
る
力
の
育
成 

（１）学力の向上 

ア 実力試験・模擬試験対策

の充実 

 

イ 補習・補講の充実 

 

 

ウ 夏季学習合宿の充実 

 

 

 

エ 夏期講座の充実 

 

 

（２）指導力の向上 

ア 研修会の充実 

 

 

 

（３）授業姿勢改善 

 

 

 

 

 

ア ターゲット模擬試験の設定 

  目標ゾーンの設定 

  １ヶ月前からキャンペーン実施 

イ 各学年で計画・実行 

  成績上位者、成績不振者、実力対策 

 

ウ タイムスケジュールの見直し 

  参加形態の見直し 

 

 

エ 無学年制を基本とし、教師が教えたい内

容を提起 

 

 

ア 教師が共に学ぶ場の設定 

 

 

 

 

ア 各学年で計画・実行 

  確認事項の徹底 

 

イ 朝学習の活用 

 

 

ア 具体的目標の提示 

 

 

イ 定期的な実施 

 

 

ウ 参加者の満足度 

 

 

 

エ バラエティーに富む講

座の確保と参加生徒数

の増加 

 

ア 学期最低１回の開催 

 

 

 

 

ア 教師集団の連携  

 

 

イ 状況にあった取り組み 

 

 

・目標提示は全学年実施できた。結果ゾーン

の上昇が見られた。ただし満足のいく結果で

はない。 

・途切れることなく取り組みは継続した。学

年やクラスの学習集団の核つくりに寄与で

きた。 

・全参加者１７７名（１年４６名、２年４７

名、３年８４名）が終始落ち着いた状況で活

動できた。３年生の満足度が高く、他学年に

大きな影響を与えた。 

・９２講座、参加生徒延べ数９２３名の取り

組みだった。やる気のスイッチを押すきっか

けとして深化していきたい。 

 

・授業力向上を学期１回、ネットリテラシー

の研修を１回行った。また、全教職員の研修

として、授業評価の分析、学校評価の分析会

を行い、日常の活動改善へつなげることが出

来た。 

・全教室への掲示の際、担任からの思いをつ

たえることができた。ただし、非常勤講師と

の連携は未達である。 

・年間を通して、昨年度の２倍の取り組み内

容となったことは創意工夫が進んだ結果だ

と評価できる。 

 

２ 

問
題
解
決
力
の
育
成 

（１）学校行事の充実 

 

 

 

 

 

（２）帰属意識の向上 

 

 

 

ア 文化祭におけるクラス参加の継続  

 

 

イ 体育祭における学年ミックス参加の継続

 

 

ア クラブ参加率の向上 

 

 

イ 出席率９８％のクラスつくり 

 

 

ウ 着こなし指導の継続実施 

 

ア 工夫度の評価 

 

 

イ 団長を中心とした活動 

 

 

ア 文化系クラブの発展 

 

 

イ 週単位でのブロック指

導 

 

ウ 節目を逃さない指導 

 

 

・学年別に発表形態を設定し、部門別審査を

新たに取り組んだ。内容の充実したものにな

った。 

・全校有志の活動が定着し、上級生のリーダ

ー力が上がった。 

 

・男子は６０％強、女子は５０％弱の加入率

にとどまった。ただし、文化系クラブの加入

率は４.１％上昇した。 

・９８％台を維持することで、授業中も安定

した状態を保つことができることが浸透し

た。 

・節目節目による着こなし指導と同時に本校

の制服に対する思いを教師から語る機会を

持ったことで、次の指導ステージへ踏み込ん

だと感じている。 

 

３ 

選
択
す
る
力
の
育
成 

（１）生涯学習の基盤つくり 

 

・進路実現を乗り越えた

学習 

 

・興味関心を深め、自学
自習を楽しむ学習 

 
  ・社会的・職業的に自立

するための学習 

 

 

ア 進路ガイダンスの重層化 

 

 

 

イ 進路登録時期の変更 

 

 

 

ウ 読書レポート 

 

ア 校内の人的資源と校外

の人的資源の活用 

 

 

イ 前倒しの工夫 

 

 

 

ウ 次のステージに繋げる

取り組み 

 

・本校教職員、卒業生、大学、専門学校、一

般企業などと連携し、１年生では４回、２年

生では３回、３年生では６回の活動を行なっ

た。講師の評判も良く、継続が望まれる。 

・３年４月の登録を２年３月の登録に切り替

えた。このことによって、春休みの面談が有

効活用でき、取り組みを加速することができ

た。 

・３年生の総仕上げとして、２学期に行った。

関係する資料を読破し、将来の行き方を見据

えてレポートにする。そしてクラス代表１名

が全体の前で発表した。緊張感を持った真摯

な姿には成長を感じることができた。 

 


